
＜入札手続き＞ 

1. 入札方式について  

 契約の相手方を選定する際の候補者の範囲の設定方法は以下のとおりです。 

 

図 1 競争参加者の設定方法 

 

 

 

   表 1 主な入札方式の特徴 

 

2. 弥富市の入札状況（電子入札） 

 

表 2 過去 3 年間の入札件数と落札率 

 

一般競争入札方式

指名競争入札方式

随意契約方式

競争参加者の設定方法

効
果
等

・機会均等の原則に則り、透明性、競争性、公正性及び経済性を確保することができる。
・発注者の裁量の余地が少ないため、高い客観性が確保できる。
・第三者による監視が容易であるため、高い透明性を確保できる。
・入札に参加する可能性のある潜在的な競争参加者の数が多く、高い競争性を確保できる。

留
意
点

・競争参加資格の設定等の運用次第では、不良・不適格業者が参加する場合がある
・公募の手続を行うことなどにより、契約事務手続上の負担が大きくなる場合がある

効
果
等

（一般競争入札と比較した場合）
・発注者の定める条件にあった業者（指名業者）の中から受注者を選定することができる。
・契約担当者の事務上の負担や経費の軽減を図ることができる。
・業者の施工実績や技術的適性等を適切に考慮することにより、不良・ 不適格業者を排除
　することができる。

留
意
点

・指名される者が固定化することのないように公平性を確保する。
・談合が容易になるとの指摘がある。
・指名基準の公表や業者選定時における適切な情報管理の徹底等を通じて、透明性･客観性、
　競争性を向上させ、発注者の恣意性を排除する必要がある。

一
般
競
争
入
札

指
名
競
争
入
札

（工事） 令和5年度 令和6年度 令和7年度

一般競争入札 8件 5件 7件

指名競争入札 55件 51件 53件

94.85% 94.72% 95.99%

R7　弥富まちなか交流館リニューアル工事 99.09%

R7　中央公民館ホール特定天井撤去改修工事 97.95%

R7　アクティブ移転改修工事 97.35%

落札率
＜下段は参考＞



 

3. 弥富市の入札契約手続き（工事の場合） 

 

図 2 入札契約の流れ 
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入札参加資格審査委員会 工事等指名業者審査委員会

（一般競争入札の場合）
  建築工事：予定価格 1億円以上
  土木工事：予定価格 5千万円以上

　（指名競争入札の場合）
　  予定価格 200万円超
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